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1例が見られた.イ抗体価及び IĈ .抗甲状腺マイケ

ロ･′-ム抗体等自己抗体の後産上 血糖二ブントロ-′し及

び網膜症等合併症との問に明確な相関が見られないが,

イ抗体の上昇及び低下時に低血糖頻発の傾向があり,コ

ントrl--′し開難となる.熱こ詳細な把握と治療の検討が

必賓と思われる.

3) Werner症候群の 兄妹例

黒田 報･･高ILJ tI),史

-ll一日 一･∴ こ .. ,野沢 幸[)i

･･‥･ j ･ ∴ ,･' 'ゝ

症例 1:J16歳男.主訴は発熱∴右陸部痛.生~-f:時より,

身体発育やや不良.昭和53年白内障を,59年糖尿病.鶴

展性脊椎炎を指摘された.現病歴 :平成元年10F二111日.

二村建部の捧痛と悪寒にて入院.右軽部に 皮 膚潰壕を認め,

老人様倣観, 白内障. 腰部の強直および脊椎の~可動制

限を認めた.糖負荷試験でインスりン抵抗性を認めた.

X-i)上I-rキレス健等に異所性iIi'灰化を多数認め,椎体

の癒合,仙腸関節の浸食像,硬化像を認めた.HLAB27

が存在 した.

症例2:41歳女∴ 症例1の妹.糖尿病にて加療中.冗

と同様老人様顔貌を塁する.異所性の石!_Jk化を認めるが,

椎体の癒合や可動制限を認めない.Werller症候群と強

直性脊椎炎の合併例の報駕は認められず貴重な症例と考

え報告する.

4)糖成病性腎症への低宝日食の効果に/-:)いて
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近年蛋白負荷が腎糸球体内圧の.l二昇をもたらし腎障害

が進行するとの考えから,糖尿病性腎症に対する蛋白制

限の早期導入が注目されている.今回平均曜患期日別2年,

平均年齢 58.5歳の NIDDM の腎症の4症例 (内ネフ

ローゼ症候群 3例)に低蛋白食を投与し短期的効果につ

き検討 した.4例とも BUN,CI･e 価の上昇は軽度だが,

(kr35-55ml.:/minと低下 していた.平均 31.8円と短

期間ではあったが,糖尿病食に加え0.70-0.8g:{!kgJ･/day

の低蛋白食を開始 し,尿蛋白は4例中3例で低蛋白食開

始前の平均 7.2g/日から退院前 4.5g..･:/日と,減少を認

めた.更にこの内2例と他の 1例に TPの平均13%の

増加,Albの平均18%の増加を認め.理学的にも浮腫

認め.今後の留意点と考え!二,わた.晴好,献立の間頓は

栄養士の方々の尽力にて良好な摂取率を得たが,今後は

蛋白窒素代謝,鋒Lm,あるいは家庭での継続の問題乳

長期的効果を検討する必要があろう.

5)糖妹病教育入院の効こ果
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6上伸 召苦からふたレス トランの糖尿病食の

問題点

岩原由弟子 (信楽園病院栄養科)

く日的ヽ最近我々が育成 したレストランの糖尿病食

く以下 ｢糖尿病食｣)の問題点をき レストラソ及び利周老

側から検討した書く方法〉｢糖尿病食｣の内容 :指示エネ

ルギ-は,18.2().23,25単位とし.副菜は同LLで主食

でIr-ネJLギー･･･畳を調節 した.すべてJ')食品は計量し.塩

分は 3.5g以下, メこ,1_一一弓王5穐鞍である. レストラ

ン側とは検討会で,利札釦 まTン/7----卜調査 (71名)iこ

より検討した.

＼結果 ･考按)しストうン側の問題点 :(p 糖尿病食に

対する知識不足と作業工程でのまちがい,(か 塩分制限

による味の低下.(:iD制限食iこよる見た目の貧弱さ,皮

どで,対筒として, レストラン･病院の合同勉強会の開

催.調理てこ,L7ルや配膳時の千一rJソク表の作成.だし

の使胤 食器や盛付で色彩懸かiこする,などでほほ解決

された,利周藩のアソケ- ト調凌:｢糖尿病食｣の味と

嵐 バうンスは利用者のほほ7割が良好と答え.糖尿柄

食として,75%/の利用者が満足していた.

7)柏崎市住民 本検診をこおけ る糖尿病 スクリ-

ニ ング
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平成元年度柏崎市基本健康調査総受診音数15592名の

うち ｢尿糖陽性｣または ｢糖尿病の既往のある者｣は901

名 (5.8%).570名に 75gOGTT を施行 し糖尿病型
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72名 (1300),境外型4CO名 (7()0(立 正常型98名 (17% ).

肥満度と各型の割合との間に在昏な相関関係はなかった.

随時血糖.HbAl,libAICの各値叉はそのくふあわせに

より判定区分cT)型別のス!7)ド-ニン'/しうる基準値を設

定することはいづれも困難であった.

肥満度+30001て上卜の肥満群と肥満度±lOO(訂1内の対照

群との間で,随時血糖,HbAl,HbA且こいづれも肥満群

の方が高値であったが,HbAl,HbAlC高値の割合でみ

ると肥満群で特に多いということはなく肥満という単独

因子のみではスクリ-エソダの対象とするをこぼ困難と思

われた.

8)Novopen システムの臨床使用例

- 刑 場 木 文吉 璃 欝申蛸 鰯 院)

当院での応用例は ノポベンが3例, ノポベンロが15

凧 Iと11の併用が 1例, Iと従来注射器Lp')併用が4例

1例.症例(･')年令は10才--68才で, Tl)I)M と NⅡ)DM

がはば同数.視力障害者は5例.操作は簡単で若い患者

には外来導入も可能であった.イソスリン治療 (l回淀

射 9例, 2回注射 5例,混合注射 1例)からの変更が15

例であった.ベンの注射回数は NⅡ)I)M では 1I--2[札

ll)I)M では 3回の注射を必要とするものが多かつた.

ペソ使周前後での各々6ケ月の平均の HbAまCでは,凱7竣

±2.2OQbから8.24±1.180(ほ 有意に改善 した.適応と

しては頻回注射例,混合注射例,ブリットル型糖尿病例

などで,高度視力障害例や高齢者に甘導入は困難でか ･.)

た. トラブルとしては針先からイソスリソ液がでないと

いうタレ-ムが2件あったが,敵意の際の不手際による

ものであり,蔽立手技の確認を繰 り返 し実施することが

重要と考えられた.
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9)糖尿病 コン トロールにおけ る心理的 要因L'1

検討

胤 h 知行 ･津川 昌子
矢[U 省吾 ･浜 斉 (木 戸 病 院 内 科)
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糖尿病の:)ソトr711IL良好群!:不良群の心理的な相違

を検討することを[~三川勺に.木戸病院糖尿病外来を 1988

午3i-i.4月iこ受診 した患者に Ⅰ･Il-'PS心坪検&.を施行

し.その後18か用了射り二Lントト,-ILの状態を Hbalcを

不良群40例)で,両群の性蝕 年令の背景閃子に有意差

はなかった.

良好群,不良群全体の比較では "自律"と "変化''の

スコアーがそれぞれ 5%と1%の有意差を以て不良群の

ほうが高かった.このことからコントロール不良群は良

好群に比 して同 LLことを続けるよりは変化を好ふ,他人

の言うことを素直に聞 くよりは自分勝手をこ物事をすすめ

ていく傾向があることがうかがえた.また,当初 コソト

ロ-ル良好であったものがそのまま保たれた群と,不良

群に移行 した群との比較では,"親和""他者認知''の 1

コア-で 1%の有意差を以て良好持焼野が高 く,u攻撃卵

"持続'Iで不良移行群が 59,drの有意差をl､｣､て高か-I.,た_

このことからコソトロ-ル良好持続群は内省的で,他人

に対 して親密でありたいと思 うことからその意見立場を

尊前する傾向が.また不良移行群では衝動的で他罰的で

あることがうかがえた.

症 例 検 討

急性増悪 した糖尿病性網膜症の 及劉

清水マテ子 (丹荘病院内科)

安藤 伸朗 (新潟大学眼科)

特 別 講 演

『糖 尿 病 と 内分泌疾患』

金沢大学第二内科教授

1JJ' 日 長 祐 先生
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